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　いつも八潮市政にご理解ご協力を賜
りありがとうございます。まず、昨年6月
２６日に発生した小中学校の食中毒につ
いて被害に遭われた児童生徒・ご家族・
関係者の皆様に心からお詫び申し上げ

ます。これは本市始まって以来の事故で
あり、現在、教育委員会で議論を進めて
いるところでございますが、市長としても
再発防止に向け万全の体制を講じてまい
ります。
　八潮市は、設備的地理的制約から給
食を民間業者に委託している現状があり
ます。まずは、再発防止のため、栄養士
の増員や衛生管理のチェック体制を強化
し、安全・安心を徹底してまいります。さ
らに、将来的な給食施設のあり方や給
食の提供方式についてなども、教育委員
会とともに議論してまいります。給食は

カロリーの補給だけではありません。成
長期の子どもたちにとっては栄養バラン
スも含めて、安全・安心はもちろん、「食
育」の観点から「おいしいな」「食べてよ
かったな」という気持ち自体が子どもたち
には必要です。市長として、今回の事故
を胸に刻み、全力を挙げていく決意です。
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キーワードは「笑顔と安心」
「住んで良かった」と
思えるまち
■大山しのぶ市長にインタビュー

政策委員長

私たち「新しい八潮を創る市民の会」は八潮の未来を考え、市民本位の
政策を実現するために活動しています。その中で私たちの願いを実現
するリーダーとして大山忍さんが最適任と考え、応援してきました。
今回は、八潮市長2期目の大山忍さんに、これまでの市政や今後の考え
をインタビューしました。今回と次回、2回に分けてお伝えします。
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新しい八潮を創る市民の会NEWS

〈2面に続きます〉

大山しのぶ政策委員長の最新情報はWEBで！
大山市政これまでの実績及び、これからの政策も大山しのぶホームページにて公開中です。

http://www.s-oyama.jp/

■昭和32年6月5日 八潮市八潮生まれ
■八潮町立第三小学校（現・八潮市立八幡小学
校）～草加市立高砂小、私立早稲田中学・早稲田
高校を経て、成蹊大学工学部卒。
■サラリーマンの後、昭和61年から国会議員秘

書経験12年。
■平成9年八潮に戻り、家業の農業を継ぐ。
■平成12年、埼玉県議会議員初当選。（連続4期）
■企画財政委員会委員、緊急経済対策特別委員
会委員、八潮市体育協会会長等を歴任。

■平成25年13年間務めた県議を辞し、八潮市
の再生・発展を目指す市民中心のグループ「新
しい八潮を創る市民の会」政策委員長。
■平成25年9月、第13代八潮市長に就任。
■平成29年9月、無投票で2期目就任。

大山しのぶ政策委員長（第13～14代八潮市長）

八潮こども防災マイスター育成プロジェクト報告会

フレイルサポーターの皆様と

皆様のご意見、ご要望等をぜひお聞かせください。

2期目の大山しのぶ市長 これまでの成果の中間報告

新しい八潮を
創る市民の会

情報は日 、々更新されます。最新情報をご確認下さい

首相官邸
www.kantei.go.jp/jp/pages/
coronavirus_index.html

埼玉県
www.pref.saitama.lg.jp/a0301/
covid19_sougousite.html

八潮市
www.city.yashio.lg.jp/kurashi/
covid19info/index.html

大山しのぶ
政策委員長
（第13～14代八潮市長）

「安全・安心、そして楽しい給食」へ
短期・中期・長期的な視野で万全な体制へ！

「新しい八潮を創る市民の会」
の新しいポスターが
できました。
ポスターの掲示に
ご協力いただける方は、
下記までご連絡下さい。

演説会ポスター
掲示のお願い

地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまち
産業経済・観光

●コロナ禍における市内飲食店を支
援するため、八潮市テイクアウト・デ
リバリー応援事業を実施（R2）
●八潮駅周辺の活気ある商業拠点形
成に向け、組織化の機運醸成のため
に意向調査、セミナーを開催（H30～）
●体験型観光事業として農商工連携
による「八潮市産ポテトチップ」の製
造・販売を実施（R1～）
●観光情報等を提供するため、メセ
ナアネックスにデジタルサイネージを
設置（R2）
●「八潮こだわりのモノづくり企業51
社」を各種イベントで配布
●市内で製造・生産された優れた製品
を「八潮ブランド」として認定（11件）
●地域資源を映画やドラマなどのロ
ケーションの実施場所として提供す
るため、撮影の受入れから実施まで
の統一的なルールを作成（R1）
●八潮市内農産物取扱店認定シール
の交付を開始（R1）
●枝豆のブランド化のため、八潮産
ブランドシールを作成（R2）

快適でやすらぎと潤いのあるまち
都市基盤・環境

●葛西用水の親水化を実施（H29：
1,245m→R2：2,025ｍ）
●空き家バンク制度の運用開始（R1）
●空き家の解消件数（累計） H29：
41件→R2：100件
●柳之宮橋について、工事に伴う負
担金を支出、埼玉県において架け替
え工事を実施
●東日本高速道路㈱が埼玉県より外
環八潮PAの整備に向け都市計画事
業認可を受ける（R1）
●外環八潮スマートICの整備に向け、
関係機関と協議、地権者への意向確
認及び交通量推計や整備効果等の
分析を実施（R1）
●中川河川敷の有効利用で、第１期
工事：サッカー場等の整備、供用開
始（H30)、第２期工事：大瀬運動公園
の一部施設の撤去とソフトボール場
の整備を実施（H30)
●八潮市中川やしおスポーツパーク
の開設（H30)
●「八潮らしい街並み景観・分譲住宅
認定制度」開始（R1）

協働で経営する自主・自律のまち
新公共経営

●耐震化、利便性の向上とまちづく
りの核としての機能をもつ新庁舎建
て替えに向け、庁舎建設基本構想（Ｈ
29）、基本計画（Ｈ30）を策定、基本設
計（Ｒ1）、実施設計（Ｒ2）を策定
●国保税や市民税の電子マネー決済
の導入（R2）
●行政改革大綱の改定（R2）
●保健センターの基本設計の策定
（新庁舎へ集約）（R2）
●八幡図書館公民館の大規模改修工
事の開始（R3）
●市有地活用方針の策定（H30）
●公共施設資産の有効活用方法の提
案を求める民間提案制度を創設（R1）
●PPP導入ガイドライン、PFI活用ガ
イドラインを策定（H29)
●庁内でのPPP、PFI研修会を実施（H29)
●防災・市民サービス向上・スポーツ振
興、まちづくりなどに活かすため、各種
連携協定を締結：笛吹市、㈱西武ライオ
ンズ、㈱セブン・イレブンジャパン、草加
郵便局及び八潮市内郵便局、富士測地
㈱、コカ・コーラボトラーズジャパン㈱等
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●全小中学校での国際交流の実施（R1～）
●防災マイスター、プレゼン大会、いき
いき母親学講座、八潮こども夢大学な
ど大学との連携事業を実施
●小中学校15校の普通教室、特別教室
等での空調設備の運用開始（R1）
●八潮市学校適正配置指針・計画の策定（R1）
●GIGAスクールの環境整備、全小中
学生へ１人１台端末の整備（R2、R3）
●学習塾との連携事業8ゼミの実施
●八潮スタンダード体育版の作成（H30）
●新体力テスト攻略ハンドブックの作成
●少人数指導補助教員を市内小中学校
に１名（合計15名）配置
●特別支援教育介助員を市内全小学
校に１～２名（合計16名）配置
●いじめ問題対策として八潮スタンダ
ード（道徳版）の作成（H30）
●ネット問題講演会やリーフレットの配
布などの啓発活動の実施
●保健師、助産師、保育士等が訪問し、養
育に関する相談、指導、助言その他必要
な支援を行う養育支援訪問を開始（H30）
●資料館収蔵の歴史公文書や古文書等の活用
促進のためにデジタルアーカイブの運用開始（R2）
●八潮市多文化共生推進プランの策定（R2）

2期目の大山しのぶ市長
これまでの成果の中間報告

学びとつながりを大切にするまち
教育文化・コミュニティ

●やしお子育て応援ナビの運用開始（H29)
●やしお毎日一万歩運動が埼玉県から
「健康長寿優秀市町村表彰優秀賞」を
受賞（H29)
●埼玉県コバトンマイレージ事業の実
施（H30～）＆独自ポイントの実施（R1～）
●八潮市スポーツ推進計画の策定（H30）
●トップアスリート奨励金制度の創設（R2）
●子育て世代包括支援センター「にじい
ろ子育て相談室」の設置（H30）
●いきいき母親学講座の開催（H30～）
●認可保育所及び小規模保育施設を13
施設（650人分）整備（H29～R2）
●病児病後児保育室を開設（R2）
●新生児聴覚スクリーニング検査費助
成開始（R2）
●市内の保育所及び認定こども園に在
籍する5歳児を対象に、小学校体験入
学を実施
●認知症サポーター養成5,082人（～R2）
●オレンジカフェの設置（H29）
●認知症初期集中支援チームの運用開
始（H30)
●高齢者ふれあいの家支援事業を開
始（H29)
●フレイルサポーターの養成12人（R2）

誰もがいきいきと暮らせるまち
健康福祉・子育て

●地域防災計画を改定（H29、R1）
●柳之宮地区をモデル地区として地区
防災計画を策定（R1）
●地区防災計画作成の手引きを策定（R1）
●八潮市洪水地震ハザードマップの策定（R1）
●防災公園の整備について、基本構想
を策定（H30）
●公園に「かまどベンチ」を9基整備（6
公園）（H29～R2)
●市内小中学生を「八潮こども防災マ
イスター」として47名認定（H30～R1）
●八幡小、ゆまにて、消防署周辺を浸水
被害軽減対策地区として、対策工事を
実施（H29～）
●犯罪抑止として、定時に運行するゴミ
収集車のドライブレコーダー設置率
100％（H29）
●八潮駅周辺及び全小中学校周辺に防
犯カメラを設置　計１００基（～H29）
●公園への防犯カメラの設置29台（～R1）
●自転車事故による死傷者数の減少
（H28:143人→R2:83人）
●交通事故対策として、ゾーン３０、グリーン
ベルト等の道路標示を３地区に整備（H29～）
●子どもと高齢者を対象に自転車ヘル
メット購入費の一部を補助

誰もが安全で安心して暮らせるまち
防災・防犯・消防・救急

（
抜
粋
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　教育の基本は人づくり。教育が、国家
100年の計と言われる所以はそこにありま
す。私は、その中で市の役割としては義務
教育の部分をしっかりとカバーすることに
重点を置きました。勉強にしても、運動にし
ても仲間づくりにしても、遊ぶ環境にしても
「ここで育って良かった」と思えるように、
出来うる限り最上のものを市として提供し
たいと常に思っています。
　私が市長就任前には県内平均以下だっ
た学力は、市内全小中学校において、「八
潮スタンダード」（目指すべき授業展開を示
したモデル）を令和元年に導入し、あわせ
て「ジョイスタ（土曜勉強会）」などを実施
した結果、いま平均をクリアできる程度ま
で上がってきたので、教育レベルとして成
果があがりはじめています。ただし、50M
走や持久走などが県の平均より低く、体力
面が予想よりも伸びていないのが次の課題
です。精神的な面としては、市長1期目に
「いじめ防止条例」をつくり、中学生自らが

　八潮市は埼玉県63市町村のなかで、中小
企業の事業数では、なんと県内第3位です。
面積では63市町村で54番目の小さな市で
ありながら、事業所がそれだけ集積してい
るため、中小企業の景気の変動は、市全体
の活力に直結します。今回のコロナ禍で、日
本経済に甚大な影響が出ていますが、その
中でも中小企業は、大手に比べ、まず最初
に影響を受けます。そして景気回復期では
最後に恩恵が見えてくる。新型コロナが流
行してから約1年半、このところが踏ん張り
どころです。市の独自事業として飲食店向け
に「テイクアウト・デリバリー応援事業」を2
回実施しましたが、もう一段のサポートが必
要と考えて、関係者の方たちと協議し、検討
を進めているところです。
　また、国はカーボンニュートラルとか経済
のグリーン化という新しい環境へのアプロ
ーチを始めましたが、この影響も重大です。
一例を挙げれば市内には自動車産業の孫
請け・ひ孫請けをしている企業が多数あり

ます。自動車関係も電気自動車にシフトする
という動きが見えてきます。自動車のパーツ
だけで1万点以上あると言うことですが、ガ
ソリンエンジンが不要となって電気自動車
の新しいものに置き換わってくる影響という
のは甚大です。コロナ禍、経済のグリーン化
の中で、各企業がどのように事業を転換・
継続していくのか、これは各企業の問題で
すが、市としては、企業が地域経済を支える
役割をもっていることから、商店や他の産
業も含めて、地域経済の活性化について、農
商工関係の当事者の皆様と意見交換をし
ながら、産業振興に積極的に取り組んでい
く考えです。

皆でいじめをなくしてこうという、ゼロ宣言
もして戴き、成果が見え始めています。
　また、2018年には子育て世代包括支援

センター「にじいろ子育て相談室」も開設し、
子育てサポートにも力を入れています。これ
からはコロナ禍で世帯収入が落ちているひ
とり親家庭の方々もいますので、さらに子育
て世代に対する経済的な支援と、精神的な
サポートを進めていく予定でいます。

「笑顔と安心」「住んで良かった」
と思えるまち大山しのぶ市長にインタビュー

中川やしおスポーツパークオープニングイベント

（インタビュー後半は次号掲載）

平成30年度八潮ブランド認定式

「ここで育ってよかった」と思えるまちに…。
義務教育、子育て支援にさらに力を入れる。

コロナ禍と社会の変化を見据えて…
これからの地域経済に市として積極的にサポートを

「新しい八潮を創る市民の会」へのご意見や政策要望は大山委員長が担当します。
皆様からのご意見をお待ちしています。大山市長に託します！私の想い、みんなの願い。 【順不同】

新鮮な野菜と農地を
活かしたまちづくりを

コロナ禍の厳しい時期に、
テイクアウト・デリバリー応
援事業は助かりました。従業
員もお客さまも笑顔でいら
れるように、引き続き頼りに
していますね。

地元商業の応援を
おねがいします

これからもずっと
住み続けたいまち

さらに賑わい
魅力ある八潮に

八潮の強みを活かした
まちづくりに期待

新鮮で安心安全な八潮の野
菜で生産者と消費者を笑顔
でつなぎ、市民との交流を
通じ、農地を活用した都市
機能を担うまちづくりを期
待しています。

河川敷や駅前公園でアクテ
ィブに過ごす時間も、葛西用
水でゆったり過ごす時間も、
心が休まるひとときです。川
と緑が調和するこのまちに、
これからも住み続けたいです。

人口減少が進むなか、八潮
市は人口が増加しているま
ちです。商工業の発展を通
じ、まち全体がさらに賑や
かで魅力的になるのが楽し
みです。

市内にはこだわりのモノづ
くり企業が多数あります。市
長の持ち前のリーダーシッ
プと発信力で企業の活力を
更に引き出し、活気あるま
ちづくりを期待しています。

日頃から声をかけあう絆が
あれば、災害時も協力して
スムーズに避難できるでし
ょう。気軽にみんなで参加
できるコミュニティや、防災
講座をお願いします。

近隣の方との絆が
深まれば

小櫃 榮壽さん
（農業）

大村 美月さん
（飲食業）

桑原 龍生さん
（大学生）

竹本 美恵子さん
（会社役員）

加藤 順秀さん
（会社経営）

髙橋 倫代さん
（不動産管理業）


